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天気と気温
水のゆくえ

太陽とかげを調べよう
日なたと日かげをくらべよう

　平成２７年度版「７　天気の様子」は，天気と
1日の気温の変化を調べる活動と，自然界の水の
様子を調べる活動を行うことを考慮し，２単元に
分けました。

　平成２７年度版「１　日なたと日かげをくらべ
よう」は，日なたと日陰の地面の温かさや湿り気
の違いがとらえやすいよう時期を考慮し，２単元
に分けました。

３年 ４年

音のせいしつ

単元のねらい

単元の構成

○　導入

　身近な打楽器や自作の楽器で音を出して音の大き
さと物の震え方を調べることを通して，物から音が
出たり伝わったりするときは物が震えていることや，
音の大きさが震え方に関係していることをとらえさ
せるとともに，主に差違点や共通点をもとに，問題
を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度
を育成する。

３年

いろいろなものを使って音を出してみよう。

音が出ているとき，ものはふるえて
いるのだろうか。

①　音が出ているときのもののようす

②　音のつたわり方

糸電話は，糸が音をつたえているの
だろうか。

平成27年度版からの主な変更点
平成27年度版『楽しい理科』から大きく変更された単元をお知らせします。

構成が変更になった単元

新たに追加された単元

太
陽
と
か
げ
を
調
べ
よ
う

太太

1

晴れた日の午前と午後に，かげふみ遊びをしましょ

う。かげをふまれないようにするには，どうしたら

よいのでしょうか。

午前にあった 

日かげが，午後には 

なくなっていたよ。

かげふみ遊
あそ

びをしよう。

白線の外にかげが 

できるように

立ったら，かげを

ふまれなくなったよ。

午前と午後では，

かげのできる 

向
む

きがちがって 

いたよ。

日かげに

入るとかげが 

できないから， 

にげられるね。

かげのでき方は，

太陽がかんけい

しているのかな。

おに

おに

かげのでき方と太陽のいち

98

日
な
た
と
日
か
げ
を
く
ら
べ
よ
う

6

晴れた日の校
こう て い

庭をはだしで歩くと，足のうらがあ

ついと感じることがあります。日かげに入ると，足

のうらがすずしく感じます。日なたと日かげでは，

地面のようすにちがいがあるのでしょうか。

日なたと日かげの土をさわってちがいをくらべよう。

　　　　 太陽とかげを調べよう

・かげは，太陽の光がものにさえぎられると
できる。
・もののかげは，太陽の反対の向きにできる。

日かげの地面の土 日なたの地面の土

日なたと日かげの地面のようすにはどのような
ちがいがあるのだろうか。

●はだしでかんさつするときは， 
地面にきけんなものがないこ 
とをたしかめる。

日なたと日かげの地面の明るさ，あたたかさ，しめりぐあいをくらべる。

3学年

58 59

天
気
と
気
温

7

このごろ，夏のころにくらべて，すずしく感じる日がふえました。 

しかし，昼間には夏のころのように暑くなる日もあります。

天気によって，１日の気温の変わり方にちがいがあるのでしょうか。

晴れた日の朝

くもった日の朝
晴れていても，

朝は少しひんやり

するね。

くもりの日は，

朝も昼も服そうは

変わらないね。

晴
れ
た
日

く
も
っ
た
日

・地面は太陽の光によってあたためられ，
日なたと日かげではあたたかさやしめり
気がちがう。

日なたと日かげをくらべよう

3学年

88 89

水
の
ゆ
く
え

水水

16

おおいをした入れ物としていない入れ物の水のへり方を
調べよう。

1

2

3

大きさが同じ，２つのかわいた入れ物にそれ
ぞれ同じ量の水を入れ，水面の位置にしるし
をつける。

一方はそのままにして，もう一方にはビニー
ルなどのおおいをして，日なたに置く。

３，４日後に，水の量やおおいの内側の様子
を見る。

雨でぬれた地面はやがてかわいて

いきます。日なたに置いた水そうの

水も，何日かたつとへっていきます。

地面の水分や水そうの水はどこへ

いったのでしょうか。

雨がふった後 晴れた日

水そうの水はこぼれ

出ていないし，

空気の中に出ていって

しまうのかな。

地面の水分や水そうの水は， 
空気の中に出ていったのだろうか。

地面の水たまりも水そうも，

水がかわいてへっていったん

じゃないかな。

180 181

木きんや太こをたたいたり，笛
ふえ

をふいたりすると，

いろいろな音が出ます。また，生活の中では，いろ

いろな音が聞こえてきます。

どのように音が出たり，つたわったりするのか調

べてみましょう。

音
の
せ
い
し
つ

音音

12
いろいろなものを使って 
音を出してみよう。音
トライアングル

大太こ

グロッケン

小太こ

楽きのほかにも，

音が出せるものが

あるかな。

128 129

トライアングルの音は，長くつづいて

いた。トライアングルを指でさわると，

音が止まってしまったよ。

音が出ているとき，ものは
ふるえているのだろうか。

音が出ているときのもののようす

太こやグロッケンをたたいて，音が出ているところをさ
わってみる。

わゴムギターを指ではじいて音を出し，わゴムのようす
をみる。

❷の後，わゴムを指でそっとさわってみる。

大太こを横にねかせて，たたくところの上にピンポン玉
をのせて，たたくところをたたいてようすをみる。

楽きで音を出して， 
ふるえているかどうか調べよう。

1

2

3

4

じっけん1

・わゴムギターをはじくと，わゴムがふるえ

ていた。

・わゴムをさわると音が止まり，ふるえも止

まった。

・大太こやてっきんをた

たき，音がしたところ

をかるくさわってみる

と，ふるえていた。
・空きばこに，わゴムをかけてゆびで 

はじくと，ビーンという音がした。

・りょう手にもった石をぶつけ合うと， 

カチカチという音がした。

わゴムギター 石のカスタネット

音が出ているときのもののようす
音のつたわり方

1

2

ものが音を出すとき，

ものはふるえているの

だろうか。

太この音は大きくて，

おなかまでひびいて

きたよ。太このたたく

ところがゆれている

ようだった。

石と石をぶつけたり，

こすったり

すると音が出た。

でも，あまり

ひびかなかったよ。

・大太このたたくところの上にのせたピン

ポン玉は，音を出すととびはねた。

・太このたたくところがふるえたためだと

思う。

130 131

鉄きんでも，音の

ふるえを，ビーズ

で調べてみよう。

ようきの中のビーズは，

ふるえが大きいほど，

大きく動きます。

音がつたわらない

ときは，糸をぴんと

はってみましょう。

糸が音を 

つたえている

のかな。

音が出ているものは，ふるえている

ことがわかります。

小さな音が出ているときはふるえ方

が小さく，大きな音が出ているときは

ふるえ方が大きくなります。

音のつたわり方
ものづくりものづくり

ふたつきのとう明なようきにビーズを入れたものを
用意する。

大太こを横にねかせ，たたくところの上に❶で用意
したようきをおく。

ようきを手でおさえながら，弱くたたいたときと，
強くたたいたときのビーズの動き方をくらべる。

糸電話を作ってみよう

大きな音を出したときのふるえを調べよう。

1

2

3

紙コップのそこに千まい通しなどであなをあける。

あなに糸を通し，つまようじにむすぶ。

❷を紙コップのそこにぴったりつくようにして， 
セロハンテープでとめる。

もう１つの紙コップも同じようにして作る。

1

2

3

4

じっけん2

・大太こを弱くたたくと小さな音

がして，ようきの中のビーズが

はねた。

・強くたたくと大きな音がして，

ビーズがはげしくとびはねた。

糸電話で話をしてみよう

じゅんびするもの

・紙コップ（２つ） ・千まい通しなど

・糸    ・つまようじ（１本）

・セロハンテープ　　   
※半分におる

132 133

糸電話は糸をぴんとは

ると，ふるえが大きくな

り音をよくつたえます。

音は，糸をふるわせて

つたわります。

ものづくりものづくり

１　音が出ているときのもののようす

２　音のつたわり方

音が出ているときは，ものがふるえる。

・小さい音 → ふるえ方が小さい

・大きい音 → ふるえ方が大きい
音は，ものをふるわせてつたわる。

紙コップに直けい１ｃｍぐらいのあなをあける。

つつにした画用紙をあなにさしこむ。

モールを，とぐろをまいたヘビの形に作る。

下の図のようにセットしてつつをくわえて，声を
出してみる。

音で動くおもちゃ　「ダンシングスネーク」

1

2

3

4

まと
める糸電話は，糸が音をつたえているのだろうか。

糸をぴんとはったときとゆるめたときの，話をする声の大きさや聞こえ方を調べる。

糸電話のと中の糸をつまんだり，紙コップのそこをさわったりして，声の聞こえ方を調べる。

糸電話のと中に，べつの糸をむすび，話をしているときの糸のようすをかんさつする。

もう１つ紙コップと糸を
つなげて，３人で話して
みよう。

毛糸やビニールひ
も，はり金など，
いろいろなもので
ためしてみよう。

糸電話が音をつたえているときの糸のようすを調べよう。

1

2

3

直けい1cm 
くらいのあな

画用紙のつつ
モールのヘビ

紙コップ

・糸がぴんとはっていると，よく聞こえた。

・糸を手でさわると，聞こえなくなった。

・紙コップのそこをさわると，ビリビリしていた。

・糸は音をよくつたえていた。

・話をしているとき，と中にむすんだ糸はゆれていた。

・紙コップ ・モール（5cmくらい）　　 ・画用紙 じゅんびするもの

134 135

16 17



（小単元４：プログラミング部分）
電気の利用

単元のねらい

単元の構成（小単元４）

　手回し発電機や光電池で発電したり，コンデンサー
に電気をためたり，電子オルゴールを鳴らすなどし
たりして，電気の量とはたらきについて調べること
を通して，電気はつくりだしたり，蓄えたり，光，音，
熱，運動などに変換したりできることや，身のまわ
りには電気のはたらきを目的に合わせて制御したり，
電気を効率よく利用したりしているものがあること
をとらえさせるとともに，主により妥当な考えをつ
くりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を
育成する。

６年

④　電気の有効利用

コンデンサーにためた電気を
使って，長い時間明かりをつける
には，どうしたらよいのだろうか。

コンピューターを使って，人がいる

ときにだけ明かりがつくようなしく

みを作ってみよう。

身のまわりの電気器具では，電気を
節約するためにどのような工夫が
されているだろうか。

人がいるときだけ明かりがつく装置を
作るには，どうしたらよいだろうか。

…

雨水のゆくえ
単元のねらい

単元の構成

　降った雨水の様子を観察したり，雨水の流れ方や
雨水がたまる場所とたまらない場所の地面の違いを
調べたりすることを通して，水は高い場所から低い
場所へと流れて集まることや，水のしみ込み方は土
の粒の大きさによって違いがあることをとらえさせ
るとともに，主に既習の内容や生活経験をもとに，
根拠のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題
解決しようとする態度を育成する。

雨の日に，校庭やすな場，学校のまわり

などで，ふった雨水の様子を観察しよう。

水はどのように流れるのだろうか。

水が高い場所から低い場所へ流れる
ことは，身のまわりでどのように 
利用されているのだろうか。

①　雨水の流れ方

○　導入

②　雨水がたまる場所とたまらない場所の
　　地面のちがい

雨水がたまった場所の土と，
すな場のすなはどのように
ちがうのだろうか。

雨
水
の
ゆ
く
え

8

雨がふると，地面はぬれてやわらかくなったり，水が 

たまったりします。

たくさんふった雨水はどうなるのでしょうか。

雨水は少しずつ

地面にしみこんで

いくのではない

かな。

川のように流れて

いくのを見たこと

があるよ。

 ●雨がはげしいときや， 
かみなりが鳴っている 
ときは，観察しない。

雨の日に，校庭やすな場，学校のまわりなどで， 
ふった雨水の様子を観察しよう。

雨水の流れ方

雨水がたまる場所とたまらない場所の地面のちがい

1

2

○ほそうしてある場所

・ほそうしてある場所では，ふった雨水

がしみこまないで，たまったり流れた

りしていた。

・集まった雨水は，はい水
すい

口
こう

に向かって

流れていた。

○すな場

・すな場には水はたまっていなかった。

しみこんでしまったのだろうか。

○校庭

・校庭では，ふった雨水がたまっている場所と， 

たまっていない場所があった。

・雨水がたまっている場所は，まわりよりひく 

くなっているようだ。たまった水は茶色くにごっ

ていた。

・雨水がたまっていない場所は，まわりより高 

いようだ。水が少し流れているように見えた。

・雨水が集まって，川のように流れている場所もあった。

96 97

雨どいを使うと，

どのように水が

流れるかわかります。

校庭や学校のまわりで観察したとき

の雨水は，高い場所から低い場所に流

れて集まっています。水は高い場所か

ら低い場所に流れます。

地面には水平ではなく，かたむいて

いる場所がたくさんあります。水がた

まった場所は，たまらなかった場所よ

りも低い場所であることがわかります。

・水は雨どいの両がわ

に広がり平らになった。

・水は，高いところか

らひくい方に向かっ

て流れていった。

・ビー玉も水と同じよ

うにひくい方に転がっ

ていった。

・ビー玉は，雨水が流れていった方向と同じ方

向に転がっていった。

・雨水はひくい方に流れていた。

・雨水がたまっていなかった場所から，たまっ

ていた場所に向かってビー玉が転がっていった。

・雨水がたまっていた場所の方がひくい。

方

た。

水はどのように流れるのだろうか。

校庭で雨水

がたまった

場所は，ほか

より低い

ところかな。

水は低い方に流れるか，雨どいや
ビー玉を使ってたしかめよう。

1

2

3

雨どいを平らに置いて，雨どいの中央から水を静かに入
れてみる。

雨どいの一方を低くかたむけておき，雨どいの中央から
水を静かに入れて水の流れを見る。

水の代わりにビー玉を静かに置き，動きをたしかめる。

校庭や学校のまわりで，水がたまった場所は低いのか 
ビー玉を使ってたしかめよう。

1

2

3

校庭や学校のまわりの雨水が流れ
ていた場所で，流れにそって雨ど
いを置く。

雨どいの中央にビー玉を静かに置
き，動きをたしかめる。

校庭の雨水がたまっていなかった
場所から雨水がたまっていた場所
に向かって雨どいを置き，ビー玉
の動きをたしかめる。

実験 1

実 験 2雨水の流れ方

雨水が
流れていた向き

水平

流しそうめんをやったことがある 

けど，水は低い方に流れていったよ。

水は水そうなどの入れ物に入れる

と表面はいつでも平らになります。

かたむきがなく平らな様子を

「水平」と言います。

・水もビー玉も高いところからひくい方へ動いていく。

98 99

水が高い場所から低い場所へ
流れることは，身のまわりで
どのように利用されているの
だろうか。

雨水がたまった場所は，

どろがたまっているみたい

だった。水はしみこんで

いかないのかな。

流しのはい水口は低いところに

ないと水が全部流れないね。 すな場のすなはつぶが大きい

と思うよ。つぶが大きいと水

はつぶとつぶの間を通りぬけ

てしまうのではないのかな。

水のしみこみ方にちがいがあるか調べよう。

1

2

観察で使った土やすなを，ペットボトルを 
半分に切って，上半分をさかさにしてのせた 
入れ物に，それぞれ同じ量を入れる。

上から同じ量の水を同時に静かに入れ， 
下にしみ出てくるまでの時間や水の量 
をくらべる。

土やすなのつぶを観察しよう。

水が高い場所から低い場所へ流れることを利用して水を 
流しているものをさがそう。

晴れて校庭がかわいた日に，雨水がたまった場所の土と
すな場のすなをほる。

土やすなの手ざわりやつぶの大きさを虫めがねで観察する。

高さのちがいを利用しているものはないか考える。

じっさいに，水を流して水の流れを観察する。 1

1

2

2

雨水がたまった場所の土と，すな場のすなは 
どのようにちがうのだろうか。

ふろ場ふろ場

屋根や雨どい屋根や雨どい

用水路用水路

プールプール

そっこうそっこう

雨水がたまる場所とたまらない場所の 
地面のちがい

・用水路や川も高い場所からひく

い場所に流れている。雨水も川

に集まるのだろう。

せん面台せん面台

集まる場所

 ●カッターやはさみを使うときは，手を切らな
いようにする。

 ●ペットボトルの切り口で， 
手を切らないようにする。

ときは，手を切らな

水を入れる

・雨どいやベランダ，そっこうなどでは，かたむき

をつくってふった雨水をひくい方に集めている。

・流しやふろ場，プールなどでは，

ひくい方に水を流してはい水し

ている。

100 101

雨水がたまった場所の土とすな場のすなを，それ
ぞれすきとおった入れ物に入れ，よくかきまぜ，し
ずんだ土の上の方と下の方のつぶの大きさや手ざわ
りをくらべる。

・ぬるぬるしている 
・ぎゅっとかたまる

・ざらざらしている 
・かたまりにくい

雨水がたまった場所の土は

細かなつぶの土が多く，水が

しみ出てくるまでに時間がか

かります。すな場のすなの方

がつぶが大きく，水はすぐに

しみ出てきます。

このことから，土のつぶの

大きさによって，水のしみこ

み方にちがいがあることがわ

かります。

地面にしみこまない雨水を 
ためて，さい害

がい

をふせぐ工夫

私たちの身のまわりにある道路など
がほそうされることで，ふった雨水が
地面にしみこみにくくなりました。そ
のため，大雨がふると，川などにたく
さんの水が流れこんでしまい，さい害
につながってしまうこともあります。

そこで，グラウンドなどの地下に，ふっ
た雨水を一時的にためておく池（調整
池）を作り，たくさんの雨水が一度に
川に流れこまないようにする工夫がさ
れています。

２ 雨水がたまった場所とたまらなかった場所の地面の様子のちがい
• 水のしみこみ方は土のつぶの大きさによってちがいがある。

まと
める

グラウンドの地下に作られた調整池

調整池の中の
様子

雨水がたまった
場所の土

すな場のすな

雨水がたまった場所の土 

（ひくいところ）
すな場のすな

手ざわり さらさらしている ざらざらしている

つぶの大きさ

とても小さい（細かい） 小さなすなのつぶでできている

水のしみこむ様子
土の上に水がたまり，少しずつ 
水がしみこんでいった。 

水がすぐしみこんでいった。

下にしみ出てくるま
での時間やりょう

１分20秒で水がしみ出てきた。
４分47秒で水が出てこなくなった。
40mL しみ出てきた。

28秒で水がしみ出てきた。
２分46秒で水が出てこなくなった。
40mL しみ出てきた。

雨水がたまった場所の地面は，土の

つぶが小さく水がしみこみにくい。

雨水がたまらなかったすな場は，すな

のつぶが大きく水がしみこみやすい。

高い場所 ひくい場所 高い場所

水は地面にしみこむ

１ 水の流れ方
• 水は高い場所から 

ひくい場所へ 

流れて集まる。
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４年
ソーラーライトは，まわりが暗くなるとどうして光るのだろうか9

電
気
の
利
用

夜は光が当たらないのに

明かりがつくということは， 

つくった電気をためて 

おけるんじゃないかな。

暗いときだけ明かりがつ

くように，まわりの明る

さによって，ついたり消

えたりするしくみがある

と思うよ。

ライトをつける電気を

光電池でつくっている

と思うよ。

わたしたちの生活にはたくさ

んの電気が使われています。

電気はどのようにつくられ，

どのように利用されているので

しょうか。

夜

昼

ソーラーライト

光電池（ソーラーパネル）

電気をつくって，豆電球を光らせたり，モーターを回したりしてみよう。
電気をためて，使ってみよう。
電気の利用のしかたについて考えよう。
電気の有効利用について考えよう。

1

2

3

4

・電磁石は，電流
を大きくしたり，
導線のまき数を
増やしたりする
と強くなる。

電じ石のはたらき5学年
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コンデンサーにためた電気を使って豆電球と発光ダイオードを光らせると，

豆電球はすぐに暗くなりますが，発光ダイオードは長い時間光っています。

これは，豆電球はコンデンサーにためた電気を短時間で使ってしまいますが，

発光ダイオードはためた電気を少しずつ使っているからです。

豆電球と比べて，

発光ダイオードの

方が，電気を少し

ずつ使っていたね。

コンデンサーにためた電気
を使って，長い時間明かり
をつけるには，どうしたら
よいのだろうか。

ソーラーライトは，

一晩
ばん

中，明かりが 

ついているけど， 

発光ダイオードを 

使っているから 

電気が長持ちする 

のかな。

つくった電気をむだに

しないように，大切に

使いたいなあ。

人が来たか来ないか，温度は

何度か，光の強さはどれくら

いかなどを感じ取る装置を，

センサーといいます。

手回し発電機とコンデンサーを２組用意し，手回し発電機のハンドルを同じ速さで１００回，回し，
コンデンサーに電気をためる。

それぞれのコンデンサーに豆電球と発光ダイオードを同時につなぎ，どちらが長い時間光っている
か比べる。

1

2

豆電球と発光ダイオードを光らせて，どちらが長い時間 
明かりがついているか調べよう。

・豆電球はすぐ暗くなってしまった。コン

デンサーにためた電気をすぐに使い切っ

てしまったのだと思う。

・発光ダイオードは長い時間光っていた。

コンデンサーにためた電気を少しずつ使っ

ているのではないかな。

光っていた時間

豆電球 12秒

発光ダイオード 20分

身のまわりの電気器具では，電気を節約するために
どのような工夫がされているだろうか。

身のまわりの電気器具の工夫を調べよう。

人感センサー付き
照明器具

温度センサー付き暖
だん

ぼう器具

光センサー付き街灯

暗くなると， 

明かりがついて，

明るくなると 

明かりが消える

街灯があるよ。

人が近づくと，

明かりがついて，

はなれてしばら

くすると，明か

りが消える照明

器具があるね。

温度を設定すると，そ

の温度になるまで暖ぼ

うが入って，その温度

をこえると暖ぼうが切

れるから，電気も燃料

も節約できるね。

電気の有効利用
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明かりがつくとき，消えるときの

命令を，順序よく考えてみよう。

人感センサー付きの照明器具を参考にして， 
どのようなプログラムを作ればいいかを考えよう

人がいるときだけ明かりがつく装置を作るには，
どうしたらよいだろうか。

わたしたちの身のまわりには，センサーやコンピューターに組みこまれた

プログラムによって，使う電気を節約する工夫がされた電気器具があります。

目的にそって器具などを操作

するように，コンピューターを 

使って命令することができます。

その命令や決まりのことを， 

プログラムといい，プログラム

を作ることをプログラミングと

いいます。
照明 

（発光ダイオード）
人感センサー

照明に明かりがつく

人が近づくと

明かりが消える

人がはなれると

人がいるときと，いないとき

の判断は，人感センサーを 

使っているよ。

人が近づいたりはなれたり 

したら，明かりがついたり 

消えたりするように，ずっと

くり返しているんだね。

コンピューターを使って，人がいるときにだけ明かりがつく
ようなしくみを作ってみよう。

準備するもの

● プログラミングができる 
コンピューター

● 手回し発電機とコンデンサー

● 人がいることを感知する 
センサー

● 発光ダイオード

● 命令を実行する小さな 
コンピューターが組み込まれた
装置（ボード）

・電げんスイッチを入れてから， 

スイッチを切るまで，プログラム

をくり返す。

・人感センサーが，人がいると判断

したときは，照明に電気を流す。

・人感センサーが，人がいないと判

断したときは，照明に電気を流さ

ない。

・プログラムの流れを図に表してみ

るとしくみがよくわかった。

はじめ 電げんスイッチを入れる

いない

いる

電げんスイッチを切るおわり

照明に 
電気を流す

照明に電気を
流さない

センサー
人がいるかいないか
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センサーやコンピューターに組みこまれたプログラムを使って，電気を流し

たり流さなかったりすることで，人がいるときだけ明かりがつく装置を作るこ

とができます。

このようなしくみを使った器具は，わたしたちの身のまわりにたくさんあり，

電気を節約して使うように工夫されています。

準備したものをつないで，装置を組み立てる。

自分が考えたプログラムの流れにそって，コンピューターを使ってプログラミングをして，そのプログラム 
をボードに記録する。 センサーに手をかざしてみて，かざしたとき（人がいるとき）に明かりがつき，かざさないとき（人がいな 

いとき）に明かりが消えるかどうか確かめる。うまくいかないときは，プログラムを見返して修正をして， 
再度確かめる。

・ここで使うセンサーは，ものまでのきょりを測り，数

字で表している。その数字が５０より大きければ人が

いると判断し，そうでないときは人がいないと判断す

るようにする。

・人がいると判断したとき発光ダイオードに電気を流し，

そうでないとき電気を流さないようにする。

・コンデンサーをつないでからはずすまで，ずっとくり

返すようにする。

・センサーに手をかざしても，明かりがつ

かなかったので，条件の数字を少し小さ

くしてみたら，明かりがついた。

・手をかざしっぱなしだと，早く電気が終 

わってしまった。

・暗くなったら，自動的に明かりがつくよ

うにするにはどうしたらいいのかな。

コンピューターのプログラミングには， 

いろいろな命令や決まりがあります。 

それらを調べながらプログラミングして

みましょう。

コンピューターでプログラミング

するソフトウエアは様々なものが

あります。

使うソフトウエアによって，命令

やきまりもちがう場合があります。

コンピューターとボード

をつないで，作った 

プログラムをボードに 

記録させればいいんだね。

もし

でなければ

なら
ずっと

センサーの値 50＞
電気を流す

電気を流さない

ずっと

電気を流さない

もし

でなければ

なら

スタート

センサーの値 50＞

電気を流す

コンデンサー

● プログラムで使われる命令（例）

ボード

・判断する 
  （電気を流すか流さないか）

・実行する
  （電気を流す，流さない）

・条件（センサーの値
あたい

が
  ５０より大きいとき）

・くり返す

ためた電気 明かり
電気を流す， 
流さないの判断

センサーに手をかざしたとき

1

2
3

センサー

発光ダイオード

● プログラミングしたコンピューターの画面（例）

168 169
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とび出そう，しぜんの中に
　～問題を見つけて調べよう～

学習のじゅんび ２⑵

１　太陽とかげを調べよう ４⑷

２　身近なしぜんのかんさつ 〔Ⅰ〕
　①植物や動物のすがた
　②動物のいる場所

６⑺

３　植物の育ち方⑴
　　植物を育てよう 　〔植〕

４⑷

４　こん虫の育ち方⑴ 〔動〕〔植〕
　　チョウを育てよう 〔Ⅰ〕

７⑺

５　植物の育ち方⑵
　　植物のからだを調べよう 　〔植〕
　①植物の育ち方
　②植物のからだ

３⑷

６　日なたと日かげをくらべよう ５⑸

〇　自由研究 ２⑵

７　こん虫の育ち方⑵
　　こん虫のからだを調べよう 〔動〕〔Ⅰ〕

４⑸

８　植物の育ち方⑶
　　花がさいた後の植物を調べよう 　〔植〕

４⑷

９　風やゴムの力 〔物〕
　①風の力のはたらき
　②ゴムの力のはたらき

７⑼

解き明かそう，自然のきまりを
　～問題を解決する方法を考えて調べよう～

学習の準備 １⑴

１　天気の変化⑴ 〔Ⅰ〕 ５⑸

２　種子の発芽 〔植〕
　①種子の発芽に必要なこと
　②種子の発芽と養分

８⑽

３　植物の成長 〔植〕 ５⑹

４　生命のたん生（魚） 〔動〕〔Ⅰ〕 ５⑹

５　花のつくりと実 〔植〕〔Ⅰ〕 ７⑼

〇　自由研究 １⑴

６　生命のたん生（人） 〔Ⅰ〕 ５⑸

７　天気の変化⑵ 〔Ⅰ〕 ３⑷

８　流れる水のはたらき 〔Ⅰ〕
　①水の流れと地面の様子
　②川原の様子と水のはたらき
　③川の水かさが増えたときの土地の変化

13⒂

見つけよう，自然のふしぎを
　～自分の考えをはっきりさせて調べよう～

学習の準備 １⑴

１　生き物のくらし～春～ 〔植〕
　①身近な植物や動物の様子
　②ヘチマの成長

７⑺

２　とじこめた空気と水のせいしつ 〔物〕
　①とじこめた空気
　②とじこめた水

９⑽

３　ものの温度と体積 〔物〕
　①空気や水の温度と体積
　②金ぞくの温度と体積

８⑼

４　生き物のくらし～夏～ 〔植〕
　①身近な植物や動物の様子
　②ヘチマの様子

４⑷

５　月と星⑴
　　夏の星 〔Ⅰ〕

２⑶

〇　自由研究 １⑴

６　電流のはたらき 〔物〕
　①かん電池の向きとモーターの回る向き
　②かん電池のつなぎ方

10⑾

７　天気と気温 ４⑷

８　雨水のゆくえ
　①雨水の流れ方
　② 雨水がたまる場所とたまらない場所の地面のちが
い

６⑺新単元

考え合おう，自然のすがたを
　～いろいろな角度から，自分の考えを見返そう～

１　ものの燃え方と空気 〔Ⅰ〕
　①ものの燃え方とまわりの空気
　②ものを燃やすはたらきをする気体
　③ものが燃えた後の気体の性質
　④ ものが燃えるときの，酸素と二酸化炭素の割合の
変化

８⑼

２　人や他の動物の体 〔Ⅰ〕〔動〕
　①呼吸のはたらき
　②人や動物の食べた物のゆくえ
　③心臓と血液の流れ

11⒀

３　植物のからだとはたらき 〔植〕
　①植物の養分
　②植物と水

９⑽

〇　自由研究 １⑴

４　生き物と自然
　①生き物と食べ物
　②生き物と空気
　③生き物と水

10⑽

５　月と太陽 〔Ⅰ〕
　①月の表面
　②月の形の見え方

６⑹

６　大地のつくりと変化 〔Ⅰ〕
　①しま模様に見える土地のつくり
　②地層のでき方

14⒂

３年 時数 ４年 時数月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

５年 時数 ６年 時数 月

全学年単元配列表
〔物〕…ものづくりのある単元　〔植〕…植物栽培の必要な単元　〔動〕…動物飼育の必要な単元 〔Ⅰ〕…インターネットを閲覧する単元 

※各単元の小単元名のみ記載
※時数欄の数字は、単元配当時間
※（　）内の数字は標準配当時間

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

※指導時数は2019年10月時点のものです。変更がある場合は，最新のものを信教出版ホームページで公開します。
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10　光のせいしつ
　①光の進み方
　②光が当たったものの明るさやあたたかさ
　③虫めがねで日光を集めよう

６⑺

11　豆電球に明かりをつけよう 〔物〕
　①電気の通り道
　②電気を通すもの，通さないもの
　③おもちゃづくり

７⑺

12　音のせいしつ 〔物〕
　①音が出ているときのもののようす
　②音のつたわり方

６⑹

13　じしゃくのせいしつ 〔物〕
　①じしゃくにつくもの
　②じしゃくのせいしつ
　③じしゃくになるもの
　④おもちゃづくり

11⑾

14　ものの重さをくらべよう
　①形と重さ
　②体積と重さ

６⑹

8490

新単元

９　電じ石のはたらき 〔物〕
　①電じ石と極
　②電じ石の強さ
　③電じ石の利用

15⒄

10　もののとけ方
　①ものが水にとける量やとけ方
　②とけたものの様子

13⒂

11　ふりこの運動 〔物〕 ９⑾

90105

９　月と星⑵
　　月の形と位置の変化

４⑸

10　生き物のくらし～秋～ 〔植〕
　①身近な植物や動物の様子
　②ヘチマの様子

４⑷

11　人の体のつくりと運動 〔Ⅰ〕
　①わたしたちの体のほねときん肉
　②ほかの動物のほねやきん肉

７⑻

12　もののあたたまり方
　①金ぞくのあたたまり方
　②水のあたたまり方
　③空気のあたたまり方

８⑼

13　生き物のくらし～冬～ 〔植〕〔Ⅰ〕
　①身近な植物や動物の様子
　②ヘチマの様子
　③季節と生き物の様子

６⑹

14　月と星⑶ 〔Ⅰ〕
　　星の位置の変化

３⑷

15　水のすがたと温度
　①水を冷やしたときの変化
　②水を熱したときの変化

７⑻

16　水のゆくえ ４⑷

95105

　③土地の変化と災害

７　てこのはたらき  〔物〕
　①てこのしくみとはたらき
　②おもりの重さとてこのつり合い
　③てこのはたらきを利用した道具
　④ものの重さ

10⑽

８　水よう液の性質
　①水よう液にとけているもの
　②水よう液のなかま分け
　③水よう液と金属

10⑾

９　電気の利用 〔物〕
　①電気をつくる
　②電気をためて使う
　③電気の利用のしかた
　④電気の有効利用

15⒃

10　人と環境 ３⑷

97105

３年 時数 ４年 時数月 ５年 時数 ６年 時数 月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

〔物〕： 風の力で動く車，ゴムの力で動く車，プロペラ
カー，テスター，電気めい路，かい中電とう，糸電
話，音で動くおもちゃ，じしゃくのせいしつをりよ
うしたおもちゃ

〔植〕：ヒマワリ，ホウセンカ，キャベツ
〔動〕：モンシロチョウ，バッタ，トンボ，アリ

〔物〕： 空気でっぽう，水でっぽう，ペットボトルふん水，
ペットボトルロケット，ストロー温度計，モーター
で動く車

〔植〕：ヘチマ

〔物〕： 電じ石，電じ石を使ったもの，ふりこの動きを利用
したおもちゃ

〔植〕：インゲンマメ，アサガオ，ズッキーニ
〔動〕：メダカ

〔物〕： てこのはたらきを利用したはかり，モビール，コン
デンサーで動くモーターカー

〔植〕：ホウセンカ
〔動〕：メダカ
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月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

８

７　こん虫の育ち方⑵
　こん虫のからだを調べよ
う

４ 
⑸

●こん虫のせい虫のからだのつくりを調べよう。
①トンボのからだのつくりはどのようになっているか調べる。
② トンボのからだとアリやチョウのからだのつくりは，どんな
ところがにているか調べる。
　◇ インターネットで調べてみよう（こん虫のいろいろな動
き）

透明な容器　トンボ　透明な袋　ペトリ
皿　図鑑　虫めがね　アリ　チョウ９

８　植物の育ち方⑶
　花がさいた後の植物を調
べよう

４
⑷

●花がさいた後の植物のようすを調べよう。
①花がさいた後の植物はどのように育っているのか調べる。
②植物が育ってきたようすをまとめる。

今までの観察記録　紙テープ　巻き尺

９　風やゴムの力 ７
⑼

●風やゴムの力のはたらきを調べよう。
①風の力で動く車を作る。
② 風の強さによって，車の動くきょりはどのようにちがうか調
べる。
③ゴムの力で動く車を作る。
④ ゴムののびによって，車の動くきょりはどのようにちがうか
調べる。
⑤ ゴムの本数によって，車の動いたきょりはどのようにちがう
か調べる。

風の力で動く車の材料（タイヤ，車軸，
プラスチック段ボール，牛乳パック，セ
ロハンテープ）　うちわ　はさみ　送風
機　巻き尺　ゴムの力で動く車への改造
材料（厚紙，目玉クリップ，輪ゴム）　
板　物差し　粘着テープ　フック

10

10　光のせいしつ ６
⑺

●光のせいしつを調べよう。
？日光をかがみではね返してみよう。
①反しゃさせた光は，どのように進むのか調べる。
② 光を当てたところの明るさやあたたかさはどうなるか調べ
る。
③ 虫めがねで日光を集めたとき，明るさやあたたかさはどうな
るか調べる。

鏡　大きな板（ボード型黒板）　椅子　
的
まと

　迷路図　空き缶　虫めがね　黒い紙　
水を入れたバケツ

11

11 　豆電球に明かりをつけ
よう

７
⑺

● 豆電球とかん電池を使って，電気を通すつなぎ方や電気を通
すものを調べよう。
① どのように豆電球をかん電池につなげば，明かりがつくか調
べる。
② 回路のと中に，べつのどう線やスイッチをつないでも，豆電
球の明かりはつくか調べる。　
③ 電気を通すものや通さないものには，どんなものがあるか調
べる。
④かん電池と豆電球を使って，いろいろなものを作る。
　☆どう線のつなぎ方

豆電球　ソケット　乾電池　乾電池ホル
ダー　導線　スイッチ　ニッパーやワイ
ヤーストリッパー　電気を通すもの　電
気を通さないもの　電気を通すものと通
さないものが組み合わされているもの　
箱　おもちゃを作る材料や道具

12

12 　音のせいしつ
６
⑹

●どのように音が出たり，つたわったりするのか調べよう。
？いろいろなものを使って音を出してみよう。
①音が出ているとき，ものはふるえているのか調べる。
②糸電話を作る。
③糸電話は，糸が音をつたえているのか調べる。

大太鼓　透明なふた付きの容器　ビーズ　
トライアングル　小太鼓　グロッケン　
小石　輪ゴム　空き箱　ピンポン玉　糸
電話の材料

１

13　じしゃくのせいしつ 11
⑾

●じしゃくのせいしつを調べよう。
？ いろいろなものにじしゃくを近づけて気づいたことを話し合
いましょう。
①じしゃくにつくものはどんなものか調べる。
② 鉄との間がはなれていても，じしゃくは鉄を引きつけるか調
べる。
③じしゃくが鉄を引きつける力はどこも同じか調べる。
④ ぼうじしゃくも方いじしんのように北と南を指して止まるか
調べる。
⑤ じしゃくのきょくに，ほかのじしゃくのきょくを近づけると
どうなるか調べる。
⑥ じしゃくについていたくぎは，じしゃくになっているのか調
べる。
⑦じしゃくのせいしつをりようして，おもちゃを作る。

棒磁石　分類のための箱　磁石につくか
調べるもの　フェライト磁石　クリップ　
ペットボトル　板　糸　砂・じゃり　
テープ　クリップを入れるトレイ　方位
磁針　水槽　発泡スチロールの皿　楊枝　
くぎ　鉄粉　おもちゃを作る材料や道具

２

新単元

年間指導計画
３年

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

４

学習のじゅんび ２ 
⑵

◇かんさつのしかた
　☆虫めがねの使い方
◇かんさつカードの書き方
◇学習のじゅんび

○ キャベツのなえを学級園やプランター
で育てる（「４　チョウを育てよう」
の学習のための準備）

１　太陽とかげを調べよう ４ 
⑷

●太陽とかげについて調べよう。
？かげふみ遊びをしよう。
① かげのでき方は，太陽のいちとかんけいがあるか調べる。
② 時間がたつにつれて，かげの向きと太陽のいちは，どのよう
にかわるか調べる。

　☆かんさつそうちの作り方
　☆方いじしんの使い方

遮光板　観察装置（わりばし，画鋲，画
板，画用紙，セロハンテープ）方位磁針

２ 　身近なしぜんのかんさ
つ

６ 
⑺

● 身のまわりの植物や動物のようすを調べよう。
？ 学校のまわりをたんけんして，どんな植物や動物が見られる
か，さがしてみよう。

① 植物は，どのようなすがたをしているのか調べる。
② 動物は、どのようなすがたをしているのか調べる。
③ 動物はどのような場所で何をしているのか調べる。
　◇インターネットで調べてみよう（動物図鑑）

ものさし　デジタルカメラ　携帯型顕微
鏡　虫めがね　植物図鑑　昆虫図鑑

５

３ 　植物の育ち方⑴
　植物を育てよう

４ 
⑷

●たねをまいて，植物の育つようすを調べよう。
？植物のたねをかんさつしてみよう。
① ヒマワリやホウセンカは，たねからどのように育つのか調べ
る。

　☆ヒマワリとホウセンカの育て方
　☆たねのまき方
　☆水やり
　☆草たけのはかり方

ヒマワリの種　ホウセンカの種　虫めが
ね　くわ　肥料　じょうろ　鉢　プラン
ター　ビニールポット

４　こん虫の育ち方⑴
　チョウを育てよう

７ 
⑺

● モンシロチョウは，どのような育ち方をするのか調べよう。
？ モンシロチョウをかんさつしよう。
① モンシロチョウは，たまごからどのように育つのか調べる。
② バッタは，どのようなじゅんじょで育つのか調べる。
　☆たまごやよう虫の育て方
　☆バッタのよう虫のかい方
　◇ インターネットで調べてみよう（モンシロチョウの育ち
方）

モンシロチョウの卵　飼育容器　キャベ
ツの葉　メラミンスポンジ　虫めがね　
採取用網　バッタのえさ（エノコログ
サ，メヒシバなど）　バッタの幼虫

６

５　植物の育ち方⑵
　植物のからだを調べよう

３ 
⑷

●植物の花や葉，くき，根のようすを調べよう。
① このごろの植物は，どのように育っているのか調べる。
② 植物のからだのつくりはどのようになっているのか調べる。

春の頃の観察記録　紙テープ　巻き尺　
移植ごて　じょうろ

７

６ 　日なたと日かげをくら
べよう

５ 
⑸

●日なたと日かげの地面のようすのちがいを調べよう。
①日なたと日かげの土をさわってちがいをくらべる。
② 日なたと日かげの地面では，温度はどのくらいちがうのか調
べる。

③太陽の光によって，地面はあたためられるのか調べる。
　☆放しゃ温度計の使い方
　☆温度計（ぼう温度計）の使い方
　☆地面の温度のはかり方

移植ごて　温度計（棒温度計）
日なたで温度計を覆う物（画用紙など）
温度計を支える物
放射温度計（温度計を使用しての測定で
もよい）

○　自由研究 ２ 
⑵ 夏休みなどをりようして，自由研究をしてみましょう。

※時数欄の数字は単元配当時間
※（　）内の数字は標準配当時間
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月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

14 　ものの重さをくらべよ
う

６
⑹

●ものの重さを調べたりくらべたりしよう。
？いろいろなものの重さをくらべてみよう。
①ものは形がかわると，重さもかわるのか調べる。
②同じ体積のものでも，重さにちがいがあるのか調べる。
　☆てんびんの使い方
　☆電子てんびんの使い方

身のまわりの文具など　てんびん　電子
てんびん　油粘土　紙（薬包紙など）　
アルミニウムはく　ふた付きの容器　食
塩　砂　同じ体積の鉄とプラスチック

３

84
90

４年

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

４

学習の準備 １
⑴

◇観察したことを記録しよう
　☆スケッチのしかた
　☆気温の調べ方
　☆デジタルカメラでの記録のしかた
◇記録をまとめておこう
　☆種類ごとにまとめる
　☆記録をもとに，新聞にまとめる

スケッチ練習用の植物の葉など　デジタ
ルカメラ　観察記録カード　温度計

１　生き物のくらし～春～ ７
⑺

●春のころの植物や動物の様子を調べよう。
？ 芽生えはじめた草木や，動きだした動物の様子を見てみよ
う。

① 身近な植物や動物は，季節によってどのように変化するのか
調べる。

②ヘチマはどのように成長するのか調べる。
　☆植えかえのしかた
　☆くきの長さのはかり方

観察記録用紙　植物図鑑　昆虫図鑑　採
集袋　温度計　ヘチマの種（ヒョウタン
の種…寒い地域）　ビニールポット　
じょうろ　温度計　移植ごて　土　肥料　
巻き尺　ものさし　デジタルカメラ

５

２ 　とじこめた空気と水の
せいしつ

９
⑽

● 空気や水をとじこめて，さわったりおしたりして，せいしつ
を調べよう。

？とじこめた空気や水をおしてみよう。
①空気でっぽうを作る。
②紙玉をいきおいよくとばすには，どうしたらよいか調べる。
③ 先玉は，後玉をつつのどのあたりまでおすととび出すのか調
べる。

④後玉をおしたとき，つつの中の空気はどうなるのか調べる。
⑤水も，空気のように，おしちぢめることができるか調べる。
⑥とじこめた水のせいしつを利用したものを作る。

ビニール袋（大・小）　ペットボトル　
輪ゴム　塩化ビニル管　木の棒　紙玉　
的
まと

　ゴム板　注射器（浣腸器）　水槽　

６

３　ものの温度と体積 ８
⑼

● ものをあたためたり，冷やしたりすると，ものの体積はどう
なるか調べよう。

？へこんだボールをあたためてみよう。
① 空気をあたためたり，冷やしたりすると，空気の体積は変わ
るのか調べる。

②水は，温度によって体積が変わるのか調べる。
③ 空気と水では，温度による体積の変わり方がちがうのか調べ
る。

④ 金ぞくは，熱したり冷やしたりすると，体積は変わるか調べ
る。

　☆実験用ガスコンロの使い方

へこんだボール　丸型水槽　湯　水　フ
ラスコ　洗剤　氷水　洗濯ばさみ　温度
計　油性ペン　注射器（浣腸器）ゴム管　
ピンチコック　水槽　
ぬれ雑巾　安全めがね　鉄などの棒　ス
タンド　霧吹き
金属球膨張試験器
実験用ガスコンロ（アルコールランプを
使用して実験してもよい）　ガスボンベ

４　生き物のくらし～夏～ ４
⑷

●夏のころの植物や動物の様子を調べよう。
① 身近な植物や動物の様子は春のころとくらべてどのようなち
がいがあるのか調べる。

② 夏のヘチマの様子は，春のころとくらべてどのように変化し
ているのか調べる。

春の頃の観察記録　観察記録カード　温
度計　昆虫図鑑　植物図鑑　ものさし　
デジタルカメラ　巻き尺７

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

５　月と星⑴
　夏の星

２
⑶

●夜空の星の明るさや色のちがいを調べよう。
①星によって，明るさや色がちがってみえるのか調べる。
　☆星ざ早見の使い方
　◇インターネットで調べてみよう。（星空図鑑）

方位磁針　星座早見　記録用紙　懐中電
灯

○　自由研究 １
⑴ 夏休みなどを利用して，自由研究をしてみましょう。

８

６　電流のはたらき 10
⑾

●電流のはたらきを調べよう。
？モーターで動く車を作って，動きを調べよう。
①モーターで動く車を作る。　
② かん電池の向きによって，モーターの回る向きは変わるのか
調べる。
③ かん電池の＋極と－極を入れかえると，電流の向きは変わる
のか調べる。　
④ かん電池を２こつなぐと，モーターの回る速さはどうなるか
調べる。
⑤ かん電池２このつなぎ方を変えると，豆電球の明るさは変わ
るか調べる。
⑥ かん電池のつなぎ方によって，回路を流れる電流の大きさは
変わるか調べる。
⑦発光ダイオードに乾電池をつないで光るか調べる。
　☆電気用図記号のかき方
　☆けん流計の使い方

モーターで動く車の材料　箱　油性ペン　
乾電池　検流計　乾電池ホルダー　導線　
記録用紙　豆電球　ソケット　スイッチ　
発光ダイオード

９

７　天気と気温 ４
⑷

● 天気によって，１日の気温の変わり方にちがいがあるのか調
べよう。
① 晴れた日と雨やくもりの日では，１日の気温の変わり方にち
がいがあるのか調べる。
　☆気温の調べ方
　☆天気の見分け方
　☆折れ線グラフの書き方

百葉箱　温度計　記録温度計　グラフ用
紙

８ 　雨水のゆくえ
６
⑺

● 雨水はどうなるのか雨水のゆくえを調べよう。
？ 雨の日に，校庭やすな場，学校のまわりなどで，ふった雨水
の様子を観察しよう。
①水はどのように流れるのか調べる。
② 水が高い場所から低い場所へ流れることは，身のまわりでど
のように利用されているのか調べる。
③ 雨水がたまった場所の土と，すな場のすなはどのようにちが
うのか調べる。

多量の降雨の最中や直後の校庭や校舎周
辺の地面を撮影した写真や動画　移植ご
て　雨どい　雨どいを支える台　ビー玉　
粘着テープ　コップ　水受け　土を入れ
る容器　虫めがね　ペットボトル　はさ
み　ティッシュペーパー　ストップ
ウォッチ　ビーカー

10

９　月と星⑵
　月の形と位置の変化

４
⑸

●月の形や位置の変化を調べよう。
①月の形や位置はどのように変わっていくのか調べる。 方位磁針　懐中電灯　観察用紙

11

10　生き物のくらし～秋～ ４
⑷

●秋のころの植物や動物の様子を調べよう。
① 身近な植物や動物は，夏のころとくらべて，どのようなちが
いがあるのか調べる。
② 秋のころのヘチマの様子は，夏のころとくらべてどのように
変化しているのか調べる。

夏の頃の観察記録　記録用紙　温度計　
昆虫図鑑　植物図鑑　ものさし　デジタ
ルカメラ　ヘチマの記録　巻き尺　グラ
フ用紙

11　人の体のつくりと運動 ７
⑻

● 私たちの体は，どのようなしくみになっているのか調べよ
う。
？自分の体のほねやきん肉を調べてみよう。
①自分の体のどこにほねがあるのか調べる。
②自分の体は，どこが曲がるか調べる。
③うでを動かすとき，きん肉はどのようになるか調べる。
④ほかの動物のほねやきん肉はどうなっているのか調べる。
　◇インターネットで調べてみよう（人の体が動くのは？）

全身図　骨格模型　図鑑　パソコン　Ｘ
線写真　バケツ　筋肉模型　腕の模型

12

新単元
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月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

12　もののあたたまり方 ８
⑼

●ものは，どのようにあたたまっていくのか調べよう。
① 金ぞく板を熱すると，どのようにあたたまっていくのか調べ
る。

② 金ぞくのぼうを熱すると，どのようにあたたまっていくのか
調べる。

③水はどのようにあたたまっていくのか調べる。
④水はあたたまるとき，どんな動きをするのか調べる。
⑤ ストーブをたいているとき，教室の空気の温度はどこも同じ
か調べる。

⑥ あたためられた空気は，どのような動きをしているのか調べ
る。

金属板　スタンド　実験用ガスコンロ　
ろう　ぬれ雑巾　安全めがね　金属棒　
金属棒を支える台　太い試験管　
けずり節　示温インク　ビーカー　金網　
ストーブ　温度計　机や台　湯　アルミ
ホイル　線香　点火用ライター　保冷剤

１

13　生き物のくらし～冬～ ６
⑹

●冬のころの植物や動物の様子を調べよう。
① 身近な植物や動物の様子は秋のころとくらべてどのようなち
がいがあるのか調べる。

② 冬のヘチマの様子は，秋のころとくらべてどのように変化し
ているのか調べる。

③ 季節によって生き物の様子はどのように変わってきたのかを
まとめる。

　◇ インターネットで調べてみよう。（サクラの１年間の変化，
ヘチマの一年，ヒキガエルの一年）

秋の頃の観察記録　記録用紙　温度計　
昆虫図鑑　植物図鑑　ものさし　デジタ
ルカメラ　ヘチマの記録　グラフ用紙　
１年間のヘチマの記録　１年間の観察記
録　動植物の記録

２
14　月と星⑶
　星の位置の変化

３
⑷

●星の位置の変化を調べよう。
① 星の集まりのならび方や位置は，時間がたつと変わるのか調
べる。

　◇インターネットで調べてみよう（星空図鑑）

懐中電灯　方位磁針　記録用紙　星座早
見

15　水のすがたと温度 ７
⑻

● 水のすがたは，温度によって，どのように変わるのか調べよ
う。

① 水が冷えて氷になるとき，温度や体積は，どのように変わる
か調べる。　

②氷がとけはじめる温度は，何度か調べる。
③水を熱し続けると，どうなるのか調べる。
④ふっとうしている水の中から出てくるあわは何か調べる。
　☆低い温度の読み方と表し方

試験管　試験管立て　氷　食塩　温度計　
洗濯ばさみ　ビーカー　油性ペン　スタ
ンド　ペットボトル　はさみ　安全めが
ね　実験用ガスコンロ　金網　沸騰石　
ストップウォッチ　ぬれ雑巾　グラフ用
紙　金属製トレイ　丸底フラスコ　
チャック付きの透明袋　ビニール管　ゴ
ム栓　先が細いガラス管　試験管ばさみ

３

16　水のゆくえ ４
⑷

●地面の水分や水そうの水はどこへいったのか調べよう。
① 地面の水分や水そうの水は，空気の中に出ていったのか調べ
る。

② 教室の空気の中に，水じょう気はふくまれているのか調べ
る。

③身のまわりでも，水はじょう発しているのか調べる。

ガラスのコップ　輪ゴム　ビニールなど
の覆い　底を抜いた箱　粘着テープ　透
明なビニール袋
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５年

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

４

学習の準備 １
⑴

◇学習の準備をしよう
　☆ズッキーニのたねのまき方となえの植え方
　☆メダカの飼育
　☆水そうでのメダカの飼い方

○ズッキーニの種，アサガオの種を適時
にまく（「５　花のつくりと実」の学習
のための準備）
○メダカの飼育（「４　命のたん生
（魚）」の学習のための準備）

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

１　天気の変化⑴ ５
⑸

●天気の変化を調べよう。
① 雲の様子と天気の変化には，どのような関係があるのか調べ
る。
② 雲は日によってどのように動き，それにともなって天気はど
のように変わるのか調べる。
　◇インターネットで調べてみよう。（日本気象協会）

インターネットからの雲画像　新聞切抜
き（タブレット型パソコンやデジタルカ
メラ）

２　種子の発芽 ８
⑽

●種子の発芽の様子を調べよう。
？種子が発芽するには，何が必要か話し合ってみよう。
①インゲンマメの種子の発芽には水が必要なのか調べる。
② インゲンマメの種子の発芽には，空気とほどよい温度が必要
なのか調べる。
？インゲンマメの種子の中の様子を見てみよう。
③ 種子の中には養分があり，発芽や成長に使われたのか調べ
る。

インゲンマメの種子　ビーカー　脱脂綿　
湯冷ましの水　定温器　冷蔵庫　温度計　
ヨウ素液　ピンセット　ペトリ皿　カッ
ターナイフ

５

３　植物の成長 ５
⑹

●インゲンマメの成長の様子を調べよう。
？ インゲンマメがよく成長するための条件を話し合ってみよ
う。
① インゲンマメがよく成長するには，日光や肥料が必要か調べ
る。

インゲンマメの苗　肥料　植木鉢　箱　
赤玉土６

４　生命のたん生（魚） ５
⑹

●メダカのたまごは，どのように育つのか調べよう。
① メダカはたまごの中でどのように育って，かえるのか調べ
る。
　☆解ぼうけんび鏡の使い方
　☆そう眼実体けんび鏡の使い方
　◇インターネットで調べてみよう。（メダカの受精卵の変化）

水槽　腹に卵をつけたメダカ　水草に産
みつけられたばかりの卵　受精卵　ペト
リ皿　ピンセット　解剖顕微鏡　双眼実
体顕微鏡　虫めがね

５　花のつくりと実 ７
⑼

●花のつくりや実のでき方を調べよう。
① アサガオやズッキーニの花は，どのようなつくりをしている
のか調べる。
② ズッキーニのおしべとめしべは，どのようなつくりをしてい
るのか調べる。
③花粉は，どのようなつくりをしているのか調べる。
④花粉はどんなはたらきをしているのか調べる。
⑤花粉の運ばれ方を調べる。
　☆ピンセットの使い方
　☆けんび鏡の使い方
　◇インターネットで調べてみよう。（顕微鏡の使い方）

アサガオの花　ズッキーニの雄花と雌花　
はさみ　虫めがね　ズッキーニの花粉　
いろいろな花の花粉　スライドガラス　
セロハンテープ　カバーガラス　顕微鏡　
顕微鏡投影機　網の袋　筆　荷札　

７

○　自由研究 １
⑴ 夏休みなどを利用して，研究にちょうせんしてみよう。

８

６　生命のたん生（人） ５
⑸

● 人の新しい生命は，どのように育ってたん生するのか調べよ
う。
① 人は，母親の体の中で，どのように成長して生まれるのか調
べる。
　◇インターネットで調べてみよう。（ヒトの赤ちゃんの成長）

家族と赤ちゃんの写真など　人の誕生に
関する本や資料　胎児模型

９

７　天気の変化⑵ ３
⑷

● 台風が近づいてくると天気はどのように変わるのか調べよ
う。
① 台風はどのように動くのか。また，台風が近づいてくると，
天気はどのように変わるのか調べる。
② 台風の大雨や強い風によって，どんな災害が起こることがあ
るのか調べる。
　◇インターネットで調べてみよう。（日本気象協会）

気象衛星写真　
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月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

８　流れる水のはたらき 13
⒂

● 地面を流れる水や川の水などには，どんなはたらきがあるの
か調べよう。

①流れる水は地面をどのように変えるか調べる。
② 川の水もしん食，運ぱん，たい積のはたらきをしているのか
調べる。

③ 上流，中流，下流では川の様子はどのように変わるのか調べ
る。

④ 流れる水の量が増えると，流れる水のはたらきはどうなるか
調べる。

⑤川の水かさが増えると，川の様子はどうなるか調べる。
⑥ 台風や長雨により川の水が増え続けると，土地の様子はどの
ように変わるのか調べる。

　◇インターネットで調べてみよう。（川原の石の様子）

増水時の写真や動画　シャベル　ホース　
旗　ペットボトルの上部を切ったもの　
底が透明な容器　板　小石　砂　カップ　
上流・中流・下流の写真

10

11

９　電じ石のはたらき 15
⒄

●電じ石のはたらきを調べよう。
？ 実験用電じ石に電流を流したり切ったりして，引っぱってみ
よう。

？ エナメル線を同じ向きにまいて電じ石を作り，電流を流して
クリップがつくかどうか調べよう。

①電じ石には，極があるのか調べる。
②電じ石の極にも，Ｎ極とＳ極はあるのか調べる。
③ 電じ石に流す電流の流れる向きを変えると，電じ石の極は変
わるのか調べる。

④ 電流の大きさや導線のまき数を変えて電じ石の強さが変わる
か調べる。

⑤電じ石はどんなところで利用されているのか調べる。
⑥電じ石を使ったものを作る。
　☆電流計の使い方

実験用電磁石　乾電池　電磁石作りの材
料　はさみ　ニッパー　紙やすり　テー
プ　クリップ　乾電池ホルダー　スイッ
チ　導線　永久磁石　トレイ　方位磁針　
検流計　電流計　

12

１

10　もののとけ方 13
⒂

●ものは水にどのようにとけるのか調べよう。
？ 食塩やミョウバンを水に入れて，とけていく様子を観察しよ
う。

① 食塩とミョウバンでは，とける量にちがいがあるのか調べ
る。

② 水の量を増やすと，食塩やミョウバンのとける量は増えるの
か調べる。

③ 水の温度を上げると，食塩やミョウバンのとける量は増える
のか調べる。

④ ミョウバン水を冷やすととけていたミョウバンは出てくるの
か調べる。

⑤ 水をじょう発させると，とけている食塩は出てくるのか調べ
る。

⑥ ものをとかすと，とけたものの重さはとかす前と比べて変わ
るのか調べる。

⑦水よう液のこさはどこも同じなのか調べる。
　☆メスシリンダーの使い方
　☆ろ過のしかた

ミョウバン　食塩　水　虫めがね　袋
（お茶パック）ビーカー　計量スプーン　
わりばし　色画用紙（黒）　メスシリン
ダー　スポイト　ガラス棒　水槽　棒温
度計　湯　スタンド　金網　安全めがね　
蒸発皿　ろうと　ろうと台　ろ紙　ふた
付きの容器　電子てんびん　薬さじ　薬
包紙　コーヒーシュガー　　

２

11　ふりこの運動 ９
⑾

●ふりこのふれ方について調べよう。
？ ぶらんこの１往復する時間について，気づいたことを話し
合ってみよう。

①ふりこが１往復する時間は，何に関係しているのか調べる。
②ふりこの動きを利用して，おもちゃを作る。
　☆ふりこが１往復する時間の求め方

ストップウォッチ　スタンド　振り子　
３

90
105

６年

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

４

１　ものの燃え方と空気 ８
⑼

● ものが燃えるとき，空気はどんなはたらきをしているのか調
べよう。
？ ２つのびんに燃えているろうそくを入れ，一方のびんにはふ
たをして，燃え方を比べてみよう。
① ろうそくが燃え続けるとき，びんの中にはまわりから空気が
入ってくるのか調べる。
② ちっ素，酸素，二酸化炭素の中で，ものを燃やすはたらきの
ある気体はどれか調べる。
③ものを燃やすと二酸化炭素ができるのか調べる。
④ ものが燃えるときの，酸素と二酸化炭素の割合はどのように
変化するのか調べる。
　☆気体の集め方
　☆石灰水と二酸化炭素
　☆気体検知管の使い方
　☆気体センサーの使い方
　◇インターネットで調べてみよう。（気体けんち管の使い方）

集気びん　金属製のふた　燃焼さじ　ろ
うそく　点火用ライター　安全めがね　
線香　燃えさし入れ　ボンベ（窒素・酸
素・二酸化炭素）　水槽　ビーカー　石
灰水　気体検知管（酸素用と二酸化炭素
用）　気体採取器　チップホルダー　カ
バーゴム　針金
気体センサー
※ 気体検知管を使用しての測定でもよ
い。５

２　人や他の動物の体 11
⒀

● 人や他の動物の体は，どのようなつくりやはたらきをしてい
るのか調べよう。
？ 人や他の動物が活動していくために必要なことは何か考えて
みよう。
① 人の吸う空気とはき出した空気とでは，ちがいがあるのか調
べる。
② 人の吸う空気とはき出した空気とでは，酸素の割合はちがう
のか調べる。
③人は，体のどこで，どのように呼吸をしているのか調べる。
④水の中で生活している魚は，呼吸をしているのか調べる。
⑤ わたしたちは，食べた物をどのように変化させていくのか調
べる。
⑥ 食べ物は，どのように消化され，養分はどこで体の中に取り
入れられるのか調べる。
⑦血液は，体の中をどのように流れているのか調べる。
⑧体の中をめぐる血液のはたらきを調べる。
　☆解ぼうばさみの使い方
　◇ インターネットで調べてみよう。（食べ物のゆくえ，心臓

の動き）

顕微鏡　メダカ　チャック付きの袋　ス
ポイト　聴診器　ビニール袋　石灰水　
安全めがね　気体検知管（酸素用）　気
体採取器　乳鉢　乳棒　ヨウ素液　綿棒　
試験管

６

３ 　植物のからだとはたら
き

９
⑽

● 植物は，日光や水とどのようにかかわっているのか調べよ
う。
① 日光に当たっている葉と当たっていない葉に，でんぷんはあ
るか調べる。
② 日光をさえぎっておいた葉に日光を当てると，でんぷんはで
きるのか調べる。
？しおれた植物に水をあたえると，どうなるだろう。
③根から水は取り入れられるのか調べる。
④ 根から取り入れられた水は，植物のからだのどの部分を通っ
て，どこへ運ばれていくのか調べる。
⑤葉にゆきわたった水は，葉から出ていくのか調べる。
　☆葉のでんぷんを調べる方法

シロツメクサ　ろ紙　日光を遮る箱　木
づち　平らな板　バット　漂白剤　ペト
リ皿　ピンセット　ぬるま湯　ヨウ素液　
鉢に植えかえたホウセンカ　三角フラス
コ　脱脂綿　ホウセンカ　　虫めがね　
顕微鏡　解剖顕微鏡　カッターナイフ　
透明な袋　輪ゴム　はさみ  植物染色液

７

○　自由研究 １
⑴ 夏休みなどを利用して，研究にちょうせんしてみよう。
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月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

４　生き物と自然 10
⑽

●生き物とまわりの自然とのかかわりを調べよう。
？ 生き物とまわりの自然は，どのようにかかわっているので
しょうか。

①池や小川にすんでいるメダカは何を食べているのか調べる。
② 人や他の動物は，食べ物を通して，どのようにかかわってい
るのか調べる。

③ 植物は，二酸化炭素を取り入れて酸素を出しているのか調べ
る。

④植物は，呼吸をしているのか調べる。
⑤生き物と水とのかかわりを調べる。

顕微鏡　解剖顕微鏡　双眼実体顕微鏡　
スポイト　ピンセット　ビーカー　ペト
リ皿　スライドガラス　カバーガラス　
ろ紙　メダカ　ミジンコ　水中から取っ
た緑色の藻など　鉢植えの植物　透明な
袋　ストロー　輪ゴム　気体採取器　気
体検知管（二酸化炭素用・酸素用）　生
き物と水に関する資料

８

９

５　月と太陽 ６
⑹

●月の形は，どうして日によって変わるのか調べよう。
①月はどのようにかがやいて見えるのか調べる。　
②光って見える月は，太陽とどんな関係があるのか調べる。
③ 月の位置によって，月の見え方はどのように変わるのか調べ
る。

　☆そう眼鏡や望遠鏡を使うときのポイント
　◇インターネットで調べてみよう。（月の形の変化）

双眼鏡　望遠鏡　方位磁針　ボール　光
源装置

10

６　大地のつくりと変化 14
⒂

●大地のつくりやでき方を調べよう。
① しま模様に見える土地は，どのようなつくりになっているの
か調べる。　

②地層はどのように広がっているのか調べる。
③化石にはどのようなものがあるか調べる。
④ 水に流されてきたれき，砂，どろなどが，どのように水の中
に積み重なるのか調べる。

⑤ 穴の多く見られる石をふくんだ地層はどのようにしてできた
のか調べる。

⑥ 火山のふん火でできた地層には，どんなものがふくまれてい
るのか調べる。

⑦ 火山のふん火によって，土地はどのように変化するのか調べ
る。

⑧地しんによって，土地はどのように変化するのか調べる。
⑨ 火山のふん火や地しんが起きると，わたしたちが生活してい
く上でどのようなひ害が生じるか調べる。

⑩ 火山のふん火や地しんによるひ害を減らすために，どのよう
な工夫がされているか調べる。

　☆調べるための持ち物や服装
　◇ インターネットで調べてみよう。（火山登山者向けの情報
提供ページ）

たがね　ハンマー　ルーペ　巻き尺　移
植ごて　フェルトペン　新聞紙　透明な
袋　安全めがね　地層模型　化石標本　
化石を含む岩石　砂　礫　泥　角形水槽　
とい　じょうろ　ホース　台にする角椅
子等　岩石標本　ヘルメット　火山灰　
蒸発皿　ペトリ皿　双眼実体顕微鏡　解
剖顕微鏡

11

７　てこのはたらき 10
⑽

● てこは，どのようなしくみで大きな力をはたらかせているの
か調べよう。

① てこを使って重いものを持ち上げるとき，力点や作用点の支
点からのきょりを変えると手ごたえはどう変わるか調べる。

② 支点からおもりをつるすところまでのきょりを変えると，て
このかたむきはどう変わるか調べる。

③ 左右につるしたおもりの支点からのきょりと重さを変えて
も，てこがつり合う場合はあるのか調べる。

④ てこがつり合うとき，支点からのきょりとおもりの重さの間
には，どんな決まりがあるのか調べる。

⑤ てこのはたらきを利用した道具の，支点，力点，作用点はど
こになるのか調べる。

⑥てこやてんびんのはたらきを利用したはかりなどを作る。
　☆実験用てこ
　☆上皿てんびんの使い方
　☆ものの重さのはかり方

釘抜き　釘を打ちつけた木　支える角材　
長い棒　砂袋　実験用てこ　おもり　穴
あけパンチ　栓抜き　はさみ　糸切りば
さみ　パンばさみ　上皿てんびん　薬包
紙　食塩等の粉末のもの　てこやてんび
んのはたらきを利用したはかり作りの材
料

12

月 単元名 時数 主な内容 主な準備品
（ゴチック体は新たに加えられた器具等）

８　水よう液の性質 10
⑾

●いろいろな水よう液の性質について調べよう。
？ ５種類の水よう液には，どのような性質のちがいがあるのか
比べてみよう。
①いろいろな水よう液には，何がとけているのか調べる。
②炭酸水には，何がとけているのか調べる。
③ リトマス紙を使うと，水よう液はどのようになかま分けがで
きるか調べる。
④水よう液に金属を入れるとどうなるか調べる。
⑤とけてなくなってしまった鉄はどうなったのか調べる。
　☆リトマス紙の使い方

石灰水　うすめた酢　うすい塩酸　食塩
水　炭酸水　ビーカー　白い紙　安全め
がね　実験用ガスコンロ　蒸発皿　集気
びん　アルミニウムのふた　水槽　ゴム
栓　ガラス管　燃焼さじ　ろうそく　点
火用ライター　試験管　試験管立て　
ペットボトル　ゴム管　うすい水酸化ナ
トリウム水溶液　リトマス紙　ガラス棒　
中性の紙　スチールウール　こまごめピ
ペット　ピンセット　薬包紙　磁石　二
酸化炭素

１

９　電気の利用 15
⒃

● 電気はどのようにつくられ，どのように利用されているのか
調べよう。
① 光電池に光を当てると，電気をつくることができるのか調べ
る。
② 光電池に当てる光を強くすると，回路を流れる電流は大きく
なるのか調べる。
？手回し発電機で電気をつくってみよう。
③ 手回し発電機のハンドルを回す速さや向きを変えると，回路
を流れる電流の大きさや向きは変わるのか調べる。
？ コンデンサーに電気をためて，豆電球を光らせたり， モー
ターを回したりしてみよう。

④ 手回し発電機のハンドルを回す回数を増やしたり，速くした
りすると，コンデンサーにたまる電気は増えるのか調べる。

⑤ 電気を，音や熱に変えることができるか調べる。
⑥ コンデンサーにためた電気を使って，長い時間明かりをつけ
るには，どうしたらよいのか調べる。

⑦ 身のまわりの電気器具では，電気を節約するためにどのよう
な工夫がされているか調べる。

⑧ 人がいるときだけ明かりがつく装置を作るには，どうしたら
よいか考える。

　☆コンデンサーに電気をためる方法

乾電池　豆電球　モーターカー　ソー
ラーライト　光電池　モーター（プロペ
ラ）　発光ダイオード 鏡　導線　電流
計　手回し発電機（2.5Ｖ用）　ソケッ
ト　検流計　コンデンサー（１Ｆ～10
Ｆ）
ストップウォッチ　メトロノーム　電子
オルゴール　電池ボックス　スイッチ　
0.2mm電熱線　ろうそく
プログラミングができるコンピューター　
人がいることを感知するセンサー　命令
を実行するコンピューターが組み込まれ
た装置（ボード）

２

３

10　人と環境 ３
⑷

●人と環境について考えよう。
？ わたしたちの便利な生活が，環境におよぼすえいきょうにつ
いて，話し合ってみましょう。

① 人は環境をどのように変化させているのか。また，環境を守
るためにどんな工夫をしているのか調べる。

図鑑　インターネット　新聞記事

97
105
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該当単元のねらい 動植物など 4月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

３

年

２　身近なしぜんのかんさつ（4～５月）
○様々な種類の植物を直接観察し，花の色や形，葉の形，大きさ，手ざ
わりは植物によって違うことをとらえる。

○様々な種類の動物を直接観察し，動物の色や形，大きさなどは，動物
の種類によって違うことをとらえる。

○動物は，食べ物のある場所や，身を守れる場所をすみかにして暮らし
ていることをとらえる。

タンポポ・チューリップ・オ
オイヌノフグリ・ヒメオドリ
コソウ・ハルジオン・ナズナ

アリ・カエル・モンシロチョ
ウ・あおむし・ダンゴムシ・
ミミズ・メダカ・おたまじゃ
くし・アメンボ・ツバメ・ナ
ナホシテントウ

ミツバチ・アゲハ・カブトム
シ・オオニジュウヤホシテン
トウ・カマキリ・ショウリョ
ウバッタ・トンボ・モズ

３　植物を育てよう（5月）
○植物の育ち方は，種子が発芽し，子葉が出て葉が出るという，一定の
順序があることをとらえる。

5　植物のからだを調べよう（６月）
○植物の体は根，茎および葉からできていることをとらえる。

８　花がさいた後の植物を調べよう（９月）
○植物は成長して花が咲き，果実になった後に枯死するという，一定の
順序があることをとらえる。

ヒマワリ
ホウセンカ

（アサガオ・
ヒメジョン）

4　チョウを育てよう（5～6月）
○昆虫の育ち方には，「卵→幼虫→蛹→成虫」というような一定の順序
があることや，幼虫の時期には食べ物を食べ，脱皮をして成長し，
蛹の時期には食べ物を食べないことをとらえる。

○「卵→幼虫→成虫」などの変態の仕方の違う昆虫があることをとらえ
る。

７ こん虫のからだを調べよう（8～９月）
○昆虫の成虫の体は頭，胸，腹の３つの部分からできていて，頭には目
や触覚，口があること，胸には 3対 6 本のあしがあり，はねのつい
ているものがあること，腹はいくつかの節からできていることをと
らえる。

キャベツ
モンシロチョウ
（アゲハ）
バッタ
トンボ

トンボ（アキアカネ）
チョウ
アリ
（カブトムシ・バッタ・カ
マキリ）

学習期間準備期間 観察・実験期間
全学年飼育・栽培・継続観察一覧（例）

２　身近なしぜんのかんさ つ（４～５月）

４　チョウを 育てよう（５～６月） ７　こん虫のからだを調べよう（８～９月）

３　植物を育 てよう（５月）

５　植物のからだを調べよう（６月）

８　花がさいた後の植物を調べよう（９月）

開花

種まき

卵
キャベツの苗の用意

幼虫

幼虫

成虫

成虫

成虫

球根掘り

開花 結実

球根植え

チューリップ

ヒマワリ・ホウセンカ

モンシロチョウ（アゲハ）

キャベツ

トンボ（アキアカネ）

バッタ

トンボ

チョウ

アリ
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該当単元のねらい 動植物など 4月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

４

年

1，4，１０，13　生き物の＜らし
　 ～　 春　 ～　 夏　～　 秋　 ～ 　冬 　～
　　 （4～ 5月） （６～7月） （10～ 11月） （1月）
○植物を育てたり，身近な植物を一年を通して定期的に観察したりして，
季節によって植物の成長の仕方に違いがあることをとらえる。

○動物にはそれぞれ活動に適した季節があり，それによって活動の様子
に違いがあることをとらえる。

サクラ・ヘチマ・イチョウ

ツバメ・カエル・チョウ・
カマキリ・テントウムシ・
カブトムシ
コハクチョウ

5　月と星（1）　夏の星（7月）
○星を観察し，空には明るさの違う星があること，星には青白い色や赤
い色など色の違いがあることをとらえる。

９　月と星（2）　月の形と位置の変化（10月）
○任意の時刻における月の位置を，木や建物など地上のものを目印にし
て調べたり，方位で表したりする活動を行い，月の位置が時間の経
過に伴って変わることをとらえる。

14　月と星（3）　星の位置の変化（1月）
○明るく輝く星をいくつか結んで何かの形に表すと星の集まりをつくる
ことができ，これらの星の集まりは時間の経過に伴って並び方は変
わらないが，位置が変化していることをとらえる。

はくちょう座・わし座・
こと座・さそり座

上弦の月・下弦の月・満月

オリオン座
おおいぬ座
こいぬ座

５

年

１　天気の変化（1）（4月）
○実際に空を観察しながら，１日の雲の量や動きを調べ，天気の変化は，
雲の量や動きと関係があることをとらえる。

○雲の形や量，動きの多様さに触れ，雲には様々なものがあることをと
らえる。

○数日間の雲の量や動きと気象情報とを関係づけて調べ，天気はおよそ
西から東へ変化していくという規則性があることをとらえる。

7　天気の変化（2）（9月）
○台風の進路による天気の変化や台風がもたらす降雨は短時間に多量に
なることをとらえる。

気象衛星の雲の写真
天気の様子
雨の量の様子
雲の様子

台風の情報

2　種子の発芽（4～5月）
○発芽前後の種子の中の養分の存在を調べ，発芽と種子の養分との関係
をとらえる。

○条件を制御しながら発芽の様子を調べ，発芽には水，空気およびほど
よい温度が必要なことをとらえる。

インゲンマメ

学習期間準備期間 観察・実験期間

１　生き物のくらし～春～（４～５月）

２　種子の発芽（４～５月 ）

５　月と星（１）夏の星（７月）

１　天気の変化（１）（４ 月） ７　天気の変化（２）（９月）

９　月と星（２）月の形と位置の変化（10月）

14　月と星（３）
星の位置の変化（１月）

４　生き物のくらし～夏～（６～７月）

10　生き物のくらし～秋～（10～11月）

13　生き物のくらし～冬～（１月）

種まき 植え付け
この間も時々観察する

畑や鉢に植えて育てる

片づけ

ヘチマ

ツバメ・カエル

台風の情報

チョウ・カマキリ・
テントウムシ・カブトムシ

はくちょう座・わし座・
こと座・さそり座

天気の様子・
雨の量の様子・
雲の様子

上弦の月・下弦の月・
満月

オリオン座・
おおいぬ座・
こいぬ座

児童が実際に月や星
を観察する機会を
多くするには，家庭
での観察が必要にな
る。月や星などの天
体について興味・関
心が高まるように，
日ごろから月や星に
かかわる話題を投げ
かける等の工夫をし
たい。
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該当単元のねらい 動植物など 4月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

５

年

3　植物の成長（5～6月）
○植物が成長するための環境条件について，条件を制御して成長の様子
を比較しながら調べ，植物の成長は，日光や肥料などに関係するこ
とをとらえる。
5　花のつくりと実（7月）
○おしべやめしべなどの花のつくりを調べたり花粉を観察したりすると
ともに花粉をめしべの先につけた場合とつけない場合とで実のでき
方を比較し，結実するには受粉することが必要であることをとらえ
る。

インゲンマメ
（イネ）
（水耕栽培）

アサガオ
ズッキーニ
ヘチマ
トウモロコシ

4　生命のたん生（魚）（6月）
○メダカを育てながら観察することを通して，雌雄では，体の形状が異
なることをとらえる。また，卵の中の変化を継続観察し，日がたつ
につれて卵の中が変化する様子やふ化する様子や卵の中には育つた
めの養分が含まれていることをとらえる。

メダカ

６

年

2　人や他の動物の体（5～6月）
○人や他の動物の呼吸，消化，吸収，排出などと臓器との関係を多面的
に調べ，それらが相互にはたらき合って生命が維持されていること
をとらえる。また，肺，胃，小腸，大腸，肝臓，腎臓の臓器の名称
とともに体内における位置をとらえる。

キンギョ
メダカ

3　植物のからだとはたらき（6～7月）
○遮光した葉と遮光しない葉の対照実験を行い，日光が当たっている葉
の中のでんぷんの存在を調べ，植物が自ら体内ででんぷんをつくり
だしていることをとらえる。

○根から吸い上げられた水は主に葉から水蒸気として排出されているこ
とをとらえる。

シロツメクサ
ホウセンカ
（ムラサキツユクサ・
オオアレチノギク）

4　生き物と自然（7～8月）
○顕微鏡などを使って水中の小さな生物を観察することを通して，魚は
水中にいる小さな生物を食べて生きていることをとらえる。

○植物を食べている動物がいることや，その動物も他の動物に食べられ
ることがあることを調べ，生物の間には，食う食われるという関係
があることをとらえる。

○生物は水および空気を通して周囲の環境とかかわって生きていること
をとらえる。

メダカ
ミジンコ
ミカヅキモなど

鉢植の花

5　月と太陽（9月）
○月は日によって形が変わって見え，月の輝いている側に太陽があるこ
とをとらえる。

○月を観察する際に，クレーターなどの月の表面の様子についてとらえ
る。

○月の観察やモデル実験を行い，月の位置や形と太陽の位置の関係につ
いてとらえる。

月の形
月の位置
太陽の位置

学習期間準備期間 観察・実験期間

３　植物の 成長（５～６月）

４　生命のたん生（魚）（６月）

２　人や他 の動物の体（５～６月）

３　植物のからだとはたらき（６～７月）

４　生き物と自然（７～８月）

５　月と太陽（９月）

５　花のつくりと実（７月）

種まき

種まき 開花 結実

種まき

種まき 開花

種まき

結実 インゲンマメ

ズッキーニ

アサガオ

トウモロコシ

メダカ

キンギョ・メダカ

シロツメクサ

ホウセンカ

メダカ・ミジンコ

鉢植の花

月の形・月の位置・太陽の位置
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